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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びその表示方法

(57)【要約】
【目的】  特に表示が白表示から黒表示になるときの残
像を低減させて高品位な動画表示が得られる液晶表示装
置を提供することを目的とする。
【構成】  各画素５に印加される電圧に応じて液晶の配
向状態を変化させ、その画素５の表示状態を制御する液
晶表示装置において、第１映像から第２映像に表示が変
わる際に、各画素５を走査して第１映像を表示する第１
フレームと、各画素５を走査して第２映像を表示する第
２フレームと、前記第１フレームと第２フレームの間に
設けられた中間フレームとを設ける。そしてこの中間フ
レームでは、第１映像から第２映像になるときに白表示
から黒表示に変わる画素５に対して黒表示になる電圧を
印加し、それ以外の画素５に対しては第１映像と同等の
電圧を印加する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の画素が形成された一対の基板間に
液晶を封入し、前記画素に印加される電圧に応じて液晶
の配向状態を変化させて該画素の表示状態を制御する液
晶表示装置において、第１映像から第２映像に表示が変
わる際に、各画素を走査して第１映像を表示する第１フ
レームと、各画素を走査して第２映像を表示する第２フ
レームと、前記第１フレームと第２フレームの間に設け
られた中間フレームとを有し、前記中間フレームでは、
第１映像から第２映像になるときに白表示から黒表示に
変わる画素に対して黒表示になる電圧を印加し、それ以
外の画素に対しては第１映像と同等の電圧を印加するこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  複数の画素が形成された一対の基板間に
液晶を封入し、前記画素に印加される電圧に応じて液晶
の配向状態を変化させて該画素の表示状態を制御する液
晶表示装置において、第１映像から第２映像に表示が変
わる際に、各画素を走査して第１映像を表示する第１フ
レームと、各画素を走査して第２映像を表示する第２フ
レームと、前記第１フレームと第２フレームの間に設け
られた中間フレームとを有し、前記中間フレームでは、
第１映像から第２映像になるときに輝度が低下する画素
に対しては第１映像よりも低い輝度の表示になる電圧を
印加し、第１映像から第２映像になるときに輝度が低下
しない画素に対しては第１映像と同等の電圧を印加する
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】  一方の基板上には、各画素に対応した画
素電極と、前記画素電極と接続する薄膜トランジスタ
と、前記薄膜トランジスタのソース電極に接続するソー
ス線と、前記薄膜トランジスタのゲート電極に接続する
ゲート線が形成され、他方の基板上には前記画素電極に
対向する対向電極が形成された液晶表示装置であって、
前記ゲート線へゲート信号を供給して前記薄膜トランジ
スタを走査する際にソース線に供給されたソース信号に
応じた電圧が該画素の画素電極と対向電極の間に印加さ
れて前記液晶の配列状態を制御することを特徴とする請
求項１乃至請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】  各画素の表示モードがノーマリホワイト
であることを特徴とする請求項１乃至請求項３記載の液
晶表示装置。
【請求項５】  各画素の表示モードがノーマリブラック
であることを特徴とする請求項１乃至請求項３記載の液
晶表示装置。
【請求項６】  前記中間フレームの表示時間が１／１２
０ｓ以下であることを特徴とする請求項１乃至請求項５
記載の液晶表示装置。
【請求項７】  前記第１フレームの走査中に前記中間フ
レームの走査を開始することを特徴とする請求項１乃至
請求項６記載の液晶表示装置。
【請求項８】  前記中間フレームにおいて、第１映像か
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ら第２映像になるときに輝度が低下する画素に対して第
２映像の輝度と同等の表示になる電圧を印加することを
特徴とする請求項２乃至請求項７記載の液晶表示装置。
【請求項９】  前記中間フレームにおいて、第１映像か
ら第２映像になるときに輝度が低下する画素に対して第
２映像より低い輝度の表示になる電圧を印加することを
特徴とする請求項２乃至請求項７記載の液晶表示装置。
【請求項１０】  映像データ信号を出力する制御回路
と、前記映像データ信号に基づくソース信号を各ソース
線に供給するソース駆動回路を備え、前記制御回路では
第１映像と第２映像に基づいて中間フレーム時に表示す
る映像の映像データ信号を作成すると共にその映像デー
タ信号を第１フレームの映像データ信号と第２フレーム
の映像データ信号の間に挿入して前記ソース駆動回路に
供給することを特徴とする請求項３乃至請求項９記載の
液晶表示装置。
【請求項１１】  前記他方の基板には前記画素に対応し
てカラーフィルタが設けられていることを特徴とする請
求項１乃至請求項１０記載の液晶表示装置。
【請求項１２】  複数の画素を順次走査しながら各画素
の表示状態を制御して映像を表示する液晶表示装置の表
示方法において、第１映像から第２映像に表示を変える
際に第１映像と第２映像に基づいた中間映像を介在さ
せ、前記中間映像では、第１映像から第２映像になると
きに白表示から黒表示に変わる画素を黒表示にし、それ
以外の画素を第１映像と同じ表示にすることを特徴とす
る液晶表示装置の表示方法。
【請求項１３】  複数の画素を順次走査しながら各画素
の表示状態を制御して映像を表示する液晶表示装置の表
示方法において、第１映像から第２映像に表示を変える
際に第１映像と第２映像に基づいた中間映像を介在さ
せ、前記中間映像では、第１映像から第２映像になると
きに輝度が低下する画素に対しては第１映像よりも低い
輝度の表示を行い、第１映像から第２映像になるときに
輝度が低下しない画素に対しては第１映像と同等の輝度
の表示を行うことを特徴とする液晶表示装置の表示方
法。
【請求項１４】  前記各画素の表示モードがノーマリホ
ワイトであることを特徴とする請求項１２乃至請求項１
３記載の液晶表示装置の表示方法。
【請求項１５】  前記各画素の表示モードがノーマリブ
ラックであることを特徴とする請求項１２乃至請求項１
３記載の液晶表示装置の表示方法。
【請求項１６】  前記中間映像において、第１映像から
第２映像になるときに輝度が低下する画素に対して第２
映像の輝度と同等の表示を行うことを特徴とする請求項
１３乃至請求項１５記載の液晶表示装置。
【請求項１７】  前記中間映像において、第１映像から
第２映像になるときに輝度が低下する画素に対して第２
映像より低い輝度の表示を行うことを特徴とする請求項
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１３乃至請求項１５記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は動画の残像を低減さ
せて高品位な表示が得られる液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に液晶表示装置は薄型軽量という特
徴があり、携帯端末から大型テレビに至るまで幅広い用
途で利用されている。これらの液晶表示装置としてＴＦ
Ｔ型が普及している。これは各画素にＴＦＴ（薄膜トラ
ンジスタ）を配置したものであり、例えば一方のガラス
基板上に複数の走査線と信号線をマトリクス状に形成
し、この信号線と走査線の交差部にＴＦＴを設けてい
る。このＴＦＴのゲート電極は走査線に、ソース線は信
号線に、ドレイン電極は画素電極にそれぞれ接続されて
いる。他方のガラス基板には画素に対応してカラーフィ
ルタなどが形成され、その上に対向電極が積層されてい
る。この一対のガラス基板間に液晶を封入し、画素電極
への印加電圧を制御して液晶の配列状態を変化させるこ
とで様々な表示を行っている。
【０００３】液晶表示装置の表示モードには、電圧無印
加時に黒表示で電圧印加時に白表示になるノーマリブラ
ックと、電界無印加時に白表示で電圧印加時に黒表示に
なるノーマリホワイトがある。ここで従来のノーマリホ
ワイトの液晶表示装置によって、図２（ａ）に示す第１
映像から第２映像に表示を変える場合を図６に基づいて
説明する。表示部は画素が６行８列に並んでおり、上の
行から順に走査して各画素の表示状態を変化させてい
る。なおこの表示部では、最上行を第１行、最下行を第
６行、最左列を第１列、最右列を第８列とする。
【０００４】第１映像を表示させる場合、まず第１行を
走査し、第４列の画素のみをオンにして黒表示にする。
この第４列の画素では画素電極に供給された電圧を保持
するため、次回の第１行の走査時まで黒表示を維持す
る。次に第２行の走査時は第３列から第５列を、第３行
の走査時は第２列から第６列を、第４行の走査時は第２
列から第６列を、第５行の走査時は第３列から第５列
を、第６行の走査時は第４列をそれぞれオンにして黒表
示にする。この液晶表示装置を６０Ｈｚで駆動すると
き、第１行から第６行までの走査する時間は１／６０ｓ
かかり、これで１フレーム分の走査が完了して第１映像
が表示される。
【０００５】次に第２映像を表示させるときは、再び第
１行を走査する。第２映像は第４列が白表示であるため
第４列をオフにし、第５列をオンにして黒表示にする。
同様に第２行以降も順次走査を行い、該当する画素を黒
表示にする。つまり第２行の走査時は第４列から第６列
を、第３行の走査時は第３列から第７列を、第４行の走
査時は第３列から第７列を、第５行の走査時は第４列か
ら第６列を、第６行の走査時は第５列をそれぞれオンに
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して黒表示にする。こうして第１映像の映像が1列分だ
け右にずれた第２映像が得られる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記の
液晶表示装置は次の走査が行われるまで前回の表示状態
を維持する所謂ホールド型であるため、動画などを表示
させるときには残像が目立ってしまう。特に人間の目の
場合、黒表示から白表示になるときはその変化を認識し
やすいが、白表示から黒表示になるときは白表示の印象
が残りやすいため表示状態の変化が認識し難い。そのた
め動画などでは特に白表示から黒表示に変化する部分の
残像が生じやすく、高品位な表示が得られなかった。
【０００７】そこで残像現象を低減させる方法が、例え
ば特開２０００－５６７３８号公報、特開平１０－２６
８８４９号公報、特開平９－３２５７１５号公報、特開
平２０００－２０６４９２号公報などに開示されてい
る。この方法は、例えばある映像を表示させた後にリセ
ット期間を設け、このリセット期間内に画素電極で保持
している電圧を除去してから第２映像の走査を開始した
り、又は、残像が発生しやすい第１映像から第２映像へ
の変化時に一時的に表示状態が見えないようにしてい
る。
【０００８】しかし全画素をオフにしてから次の映像を
表示させたり、映像の書き込み期間を一時的に非表示に
する場合、映像の変化時に表示させる映像とはまったく
異なる表示状態が入り込むことになり、十分にスムーズ
な動画が得られなかった。また、これらの従来例には白
表示から黒表示への変化時の残像に注目したものはなか
った。
【０００９】そこで本発明は、特に表示が白表示から黒
表示になるときの残像を低減させて高品位な動画表示が
得られる液晶表示装置を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に本発明は、複数の画素が形成された一対の基板間に液
晶を封入し、前記画素に印加される電圧に応じて液晶の
配向状態を変化させて該画素の表示状態を制御する液晶
表示装置において、第１映像から第２映像に表示が変わ
る際に、各画素を走査して第１映像を表示する第１フレ
ームと、各画素を走査して第２映像を表示する第２フレ
ームと、第１フレームと第２フレームの間に設けられた
中間フレームとを有し、中間フレームでは、第１映像か
ら第２映像になるときに白表示から黒表示に変わる画素
に対して黒表示になる電圧を印加し、それ以外の画素に
対しては第１映像と同等の電圧を印加することを特徴と
する。
【００１１】また、複数の画素が形成された一対の基板
間に液晶を封入し、前記画素に印加される電圧に応じて
液晶の配向状態を変化させて該画素の表示状態を制御す
る液晶表示装置において、第１映像から第２映像に表示
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が変わる際に、各画素を走査して第１映像を表示する第
１フレームと、各画素を走査して第２映像を表示する第
２フレームと、第１フレームと第２フレームの間に設け
られた中間フレームとを有し、中間フレームでは、第１
映像から第２映像になるときに輝度が低下する画素に対
しては第１映像よりも低い輝度の表示になる電圧を印加
し、第１映像から第２映像になるときに輝度が低下しな
い画素に対しては第１映像と同等の電圧を印加すること
を特徴とする。
【００１２】また、複数の画素を順次走査しながら各画
素の表示状態を制御して映像を表示する液晶表示装置の
表示方法において、第１映像から第２映像に表示を変え
る際に第１映像と第２映像に基づいた中間映像を介在さ
せ、中間映像では、第１映像から第２映像になるときに
白表示から黒表示に変わる画素を黒表示にし、それ以外
の画素を第１映像と同じ表示にすることを特徴とする。
【００１３】また、複数の画素を順次走査しながら各画
素の表示状態を制御して映像を表示する液晶表示装置の
表示方法において、第１映像から第２映像に表示を変え
る際に第１映像と第２映像に基づいた中間映像を介在さ
せ、中間映像では、第１映像から第２映像になるときに
輝度が低下する画素に対しては第１映像よりも低い輝度
の表示を行い、第１映像から第２映像になるときに輝度
が低下しない画素に対しては第１映像と同等の輝度の表
示を行うことを特徴とする。
【００１４】このように第１映像から第２映像に表示を
変える際に、中間段階の表示状態を設け、第１映像から
第２映像にかけて輝度が低下する画素に対しては第２映
像を表示する前に輝度を下げるため、残像を低減するこ
とができる。さらに第１映像から第２映像にかけて輝度
が低下しない画素に対しては中間段階でも第１映像の表
示と同等の表示を維持するので、スムーズな動画を得る
ことができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態を図に基
づいて説明する。図１は液晶表示装置の概略構成図であ
る。液晶パネルの表示部１には複数のゲート線２と複数
のソース線３がマトリクス状に形成され、ゲート線２と
ソース線３の交差部にはＴＦＴ４（薄膜トランジスタ）
が、画素毎に画素電極５がそれぞれ設けられている。Ｔ
ＦＴ４はゲート電極がゲート線２に、ソース電極がソー
ス線３に、ドレイン電極が画素電極５にそれぞれ接続さ
れている。ゲート駆動回路６には複数のゲート線２が接
続され、ソース駆動回路７には複数のソース線３が接続
されている。そしてゲート駆動回路６からゲート線２に
ゲート信号が供給されると、そのゲート線２に接続する
ＴＦＴ４がオンになり、そのＴＦＴ４に接続した画素電
極５にソース駆動回路７からのソース信号が供給され
る。このとき画素電極５と対向電極との間にソース信号
に応じた電圧が印加され、その値に応じてその画素の液
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晶の配列状態を変化させている。こうして液晶の配列状
態を制御することで各画素の透過率を制御し、液晶パネ
ルの表示状態を変化させている。
【００１６】８は制御回路であり、９は外部コントロー
ラである。外部コントローラ９は制御回路８に映像信号
と同期信号を出力し、制御回路８は信号処理した後でゲ
ート駆動回路６にスキャン信号をソース駆動回路７に映
像データ信号を供給している。ゲート駆動回路６ではス
キャン信号に基づいて各ゲート線２にゲート信号を供給
し、ソース駆動回路７では映像データ信号をソース信号
にシリアル－パラレル変換して各ソース線３に供給して
いる。
【００１７】この液晶表示装置がＴＮ型の場合、画素電
極５に電圧が印加されていないときは液晶パネルの液晶
分子が９０°捩れたツイスト配列し、画素電極５に電圧
を印加したときは液晶分子が垂直配列する。従って偏光
板が直交ニコルのときは電圧無印加時に白表示、電圧印
加時に黒表示のノーマリホワイトモードになり、偏光板
が平行ニコルのときは電圧無印加時に黒表示、電圧印加
時に白表示のノーマリブラックモードになる。ここで本
発明の実施形態における表示の制御を、ノーマリホワイ
トモードとノーマリブラックモードのそれぞれについて
説明する。
【００１８】ノーマリホワイトのときに図２（ａ）に示
す第１映像から第２映像を表示する場合を説明する。図
３はこの走査時の動作を示す図である。本発明では第１
映像を表示させる第１フレームと第２映像を表示させる
第２フレームとの間に残像を減少させるための中間フレ
ームを設けている。この中間フレームでは、次回の走査
（第２フレーム）で輝度が下がる画素（白表示から黒表
示になる画素）を黒表示にし、次回の走査（第２フレー
ム）で輝度が下がらない画素（白表示から白表示、黒表
示から白表示、黒表示から黒表示になる画素）について
は前回の走査（第１フレーム）と同じソース信号を供給
して画素の表示状態を維持している。図３では６行８列
を一塊にした表示部が３列に並んでいるが、最左列が第
１フレームを、中間列が中間フレームを、最右列が第２
フレームを示している。また１表示部は模式的に画素が
６行８列に並んでいるが、最上行を第１行、最下行を第
６行、最左列を第１列、最右列を第８列とする。
【００１９】まず第１フレームにおいて、第１行を走査
するときに第４列の画素電極５にソース信号を供給して
黒表示にする。この画素電極５に印加された電圧は次回
の走査時まで保持され、そのまま黒表示を維持する。第
１行を走査した後、第２行以降を順次走査して第１映像
を表示させる。つまり第２行の走査時に第３列から第５
列を、第３行の走査時に第２列から第６列を、第４行の
走査時に第２列から第６列を、第５行の走査時に第３列
から第５列を、第６行の走査時に第４列をそれぞれ黒表
示にする。
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7
【００２０】次に中間フレームにおいて、第１フレーム
から第２フレームになるときに輝度が下がる画素、つま
り白表示から黒表示になる画素、については走査時に輝
度が十分に下がるソース信号を供給して黒表示し、それ
以外の画素については走査時に第１フレーム時にその画
素に供給されたソース信号と同じソース信号を供給し、
第1フレーム時の表示状態を維持する。つまり第１行で
は第５列の画素のみが第1映像から第２映像になるとき
に白表示から黒表示に変化するため、中間フレームでは
この第５列の画素を黒表示にする。従って第１行の走査
時は第４列と第５列が黒表示になる。第２行以降も同様
に動作し、第２行の走査時は第６列も黒表示にして第３
列から第６列を、第３行の走査時は第７列も黒表示にし
て第２列から第７列を、第４行の走査時は第７列も黒表
示にして第２列から第７列を、第５行の走査時は第６列
も黒表示にして第３列から第６列を、第６行の走査時は
第５列も黒表示にして第４列と第５列をそれぞれ黒表示
にする。
【００２１】その後、第２フレームにおいて再び第１行
から走査を行い、第２映像を表示させる。つまり第１行
の走査時は第５列を、第２行の走査時に第４列から第６
列を、第３行の走査時に第３列から第７列を、第４行の
走査時に第３列から第７列を、第５行の走査時に第４列
から第６列を、第６行の走査時に第５列をそれぞれ黒表
示にする。こうして第１映像から右へ１列分だけ移動し
た第２映像が表示される。
【００２２】この実施形態では図５（ａ）に示すように
１画素電極５に１つのＴＦＴ４を接続した構成であるた
め、従来の１フレームを１／６０ｓで走査するものと同
等の時間で映像を変えていくためには、第１フレーム及
び中間フレームを走査する時間がそれぞれ１／１２０ｓ
になり、走査速度が従来の２倍になる。また図３に示す
ように第1フレームの走査が完了してから中間フレーム
の走査を開始するため、各フレームの表示時間も１／１
２０ｓになる。このとき画素電極５などは従来の構成を
利用できるが、駆動回路の負荷が大きくなる。それに対
して図５（ｂ）に示すように１画素電極５に２つのＴＦ
Ｔ４を接続し、この２つのＴＦＴ４にそれぞれ別々のゲ
ート線２とソース線３を接続した構成にすると、表示部
の２つの行を同時に走査できるため、走査速度を従来の
ものと同等にすることができ、駆動回路の負荷を軽減で
きる。例えば、第１フレーム及び中間フレームの走査に
かかる時間をそれぞれ１／６０ｓに設定し、第１フレー
ムの第４行の走査時に中間フレームの第１行の走査を開
始する。このとき第１フレームの第６行の走査が完了し
たときは中間フレームの第３行目まで走査が完了してい
るため、第２フレームの第１行の走査が開始できる。こ
のとき中間フレームの走査が完了する前に第２フレーム
の走査が始まるため、中間フレームの表示時間は１／１
２０ｓになる。この実施形態では第２フレームの走査を
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開始するタイミングを変えることで中間フレームの状態
を表示させる時間を自由に設定できるため、最も残像が
少ない時間に設定することができる。一般に液晶の種類
によってその応答速度が異なるため、中間フレームの表
示時間としては液晶の応答速度よりも長い方がよい。ま
た白表示から黒表示に変えたときの人間の目に残る白表
示の印象は黒表示の時間を長くした方が弱くなるが、中
間フレームの表示時間を長くすると中間フレーム時の映
像の印象が強くなってしまうため、中間フレームの表示
時間は残像が生じない範囲内であれば短時間の方がよ
い。
【００２３】本発明では特に残像が生じやすい次走査時
に輝度が低下する画素に対して中間フレームで予め黒表
示にするため、第２フレームで第２映像を表示したとき
に白表示から黒表示に変わる画素における白表示の印象
を弱くすることができ、残像の生じ難い動画を表示する
ことができる。また、次走査時に輝度が低下しない画素
に対しては中間フレームで前回の走査時と同様のソース
信号を供給しているため、中間フレームで第１映像と第
２映像に関係する映像を表示させることができ、従来の
ような次の映像の表示前にリセット期間を設け、そのリ
セット期間で全画素電極の電圧を除去して次の映像とは
全く異なる表示を行うものと比較して、スムーズな動画
の表示が可能になる。
【００２４】次にノーマリブラックのときに図２（ｂ）
に示す第１映像から第２映像を表示する場合を説明す
る。図４はこの走査時の動作を示す図であり、各表示部
の構成などはノーマリホワイトと同じである。ノーマリ
ブラックのときもノーマリホワイトと同様に、第1映像
を表示させる第1フレームと第２映像を表示させる第２
フレームの間に中間フレームを設定し、この中間フレー
ムで次回の走査時（第２フレーム）に輝度が下がる画素
（白表示から黒表示になる画素）を黒表示にし、次回の
走査時（第２フレーム）に輝度が下がらない画素（白表
示から白表示、黒表示から白表示、黒表示から黒表示に
なる画素）については前回の走査時（第１フレーム）と
同じソース信号を供給して画素の表示状態を維持してい
る。
【００２５】第1フレームで第1映像を表示させる場合、
第1行の走査時に第４列の画素を白表示させる。この画
素の画素電極５の電圧は次回の走査時まで保持され、こ
の画素は白表示を維持する。第１行の走査後は第２行か
ら第６行まで順次走査し、第２行の走査時に第３列から
第５列を、第３行の走査時に第２列から第６列を、第４
行の走査時に第２列から第６列を、第５行の走査時に第
３列から第５列を、第６行の走査時に第４列をそれぞれ
白表示にする。
【００２６】次に中間フレームにおいて、第１フレーム
から第２フレームになるときに輝度が下がる画素、つま
り白表示から黒表示になる画素、については走査時に輝
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度が十分に下がるソース信号を供給して黒表示し、それ
以外の画素については走査時に第１フレームのときと同
じソース信号を供給する。そしてノーマリブラックの場
合、第１行では第４列の画素が第1映像から第２映像に
なるときに白表示から黒表示に変化するため、中間フレ
ームではこの第４列の画素を黒表示にする。第１映像か
ら第２映像では第５列の画素が黒表示から白表示になる
が、この画素は輝度が下がることにならないため、中間
フレームでは第５列の画素は第１フレームと同様に黒表
示を維持する。従って第１行の走査時は全ての画素が黒
表示になる。第２行以降も同様に動作し、第２行の走査
時は第３列を黒表示に変えて第３列から第６列を白表示
に、第３行の走査時は第２列を黒表示に変えて第３列か
ら第６列を白表示に、第４行の走査時は第２列を黒表示
に変えて第３列から第６列を白表示に、第５行の走査時
は第３列を黒表示に変えて第４列と第５列を白表示に、
第６行の走査時は第４列を黒表示に変えて全列を黒表示
にする。
【００２７】その後、第２フレームにおいて再び第１行
から走査を行い、第２映像を表示させる。このとき第１
行の走査時は第５列を、第２行の走査時に第４列から第
６列を、第３行の走査時に第３列から第７列を、第４行
の走査時に第３列から第７列を、第５行の走査時に第４
列から第６列を、第６行の走査時に第５列をそれぞれ白
表示にする。
【００２８】このようにノーマリブラックの場合も、残
像の生じやすい白表示から黒表示に変化する画素を中間
フレームで先に黒表示にするため、残像を低減させて高
品位な動画を得ることができる。また、次回の走査時に
輝度が減少しない画素については前回の走査時と同じ表
示状態を維持するので、スムーズな動画の表示が行え
る。
【００２９】本発明では第1フレームと第２フレームの
間に中間フレームを設けているが、この中間フレーム時
の映像データを制御回路８で作成している。外部コント
ローラ９から図２の第1映像を示す映像信号と同期信号
が制御回路８に供給されると、制御回路８ではこの映像
信号を基に第1映像の映像データ信号を作成してソース
駆動回路７に供給し、また、スキャン信号を作成してゲ
ート駆動回路６に供給する。ゲート駆動回路６にスキャ
ン信号が入力されると、ゲート駆動回路６から各ゲート
線２に順次ゲート信号が供給される。それと同時にソー
ス駆動回路７では映像データ信号を各ソース線３に応じ
たソース信号に変換し、ゲート信号と同期して対応する
ソース線３に供給する。外部コントローラ９から第1映
像に対応する映像信号が出力された後、次に第２映像に
対応する映像信号が制御回路８に出力される。制御回路
８では第1映像を示す映像信号と第２映像示す映像信号
に基づいて中間フレームに対応する映像データ信号を作
成し、ソース駆動回路７に供給する。ソース駆動回路７
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ではこの映像データ信号を各ソース線３に応じたソース
信号に変換し、ゲート駆動回路６からのゲート信号と同
期して対応するソース線３に供給する。その後、制御回
路８では第２映像を示す映像信号から映像データ信号を
作成してソース駆動回路７に供給し、ソース駆動回路７
はこの映像データ信号をソース信号に変換して対応する
ソース信号に供給する。このように中間フレームに対応
するデータを制御回路８で作成するようにすれば、外部
コントローラ９などに大幅な変更を必要とせず、従来の
構成を利用して本発明を実現できる。
【００３０】以上の実施形態では１画素が白表示又は黒
表示する場合を説明したが、本発明は１画素で多階調表
示する場合も有効である。その場合、第１フレームと第
２フレームのときの映像を比較して輝度が低下する画素
については中間フレームの走査時に輝度レベルが十分低
下するソース信号を供給し、輝度が低下しない画素につ
いては第１フレームのときの表示状態を維持する。輝度
が低下する画素に対して中間フレーム時に供給するソー
ス信号を第２フレーム時にその画素に供給するソース信
号と同電位に設定した場合、中間フレームの階調が第２
フレーム時の表示に順じたものになり、スムーズな動画
が得られる。一方、輝度が低下する画素に対して中間フ
レーム時に供給するソース信号を第２フレーム時の階調
よりも１又は２階調暗いときの値に設定した場合、中間
フレームで第２フレームよりも暗い階調を表示すること
になるため残像をかなり低減させることができ、糸引き
現象のない輪郭のはっきりした動画を得ることができ
る。
【００３１】なお、本発明はフレーム毎にソース信号の
極性を反転させるものにも有効である。中間フレームで
は、輝度が低下しない画素に対して第１フレーム時にそ
の画素に供給されるソース信号と同等のソース信号を供
給しているが、これは第１フレーム時の画素電極と対向
電極の電位差と中間フレーム時の画素電極と対向電極の
電位差を同じにすることを意味している。従って、第１
フレームと中間フレームでは同極性のソース信号を供給
し、第２フレームでは逆極性のソース信号を供給する場
合であれば、中間フレームと第１フレームで供給される
ソース信号の値は同じになるが、中間フレームで第１フ
レームと逆極性のソース信号が供給される場合、中間フ
レームと第１フレームで供給されるソース信号の値は異
なるが、画素に印加される電圧（画素電極と対向電極の
間の電位差）は同じ値になる。
【００３２】また、実施形態では画素が白表示と黒表示
に変化する場合を説明したが、これは白黒表示の液晶表
示装置に限定するものではなく、カラー表示の液晶表示
装置にも有効である。この場合、ＴＦＴ４などを形成し
たＴＦＴアレイ基板に対応して、対向電極やカラーフィ
ルタを形成したカラーフィルタ基板を配置し、両基板間
に液晶を封入して液晶パネルを構成する。
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【００３３】本発明は上記の実施形態に限定されるもの
ではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲において種々
の変更を加えることが可能である。例えば、この実施形
態ではＴＮ型液晶表示装置について説明したが、ホール
ド型の液晶表示装置であればＶＡモードやＩＰＳモード
にも有効である。また液晶表示装置は透過型でも反射型
でもよい。
【００３４】
【発明の効果】本発明によれば、第１映像から第２映像
に表示を変える際に、第１映像と第２映像に基づいた中
間段階の映像を第２映像より先に表示する構成であり、
この中間段階の映像では、第１映像から第２映像にかけ
て輝度が低下する画素に対して第１映像よりも低い輝度
の表示を行う。従って残像が生じやすい次映像で輝度が
低下する画素について次映像を表示する前に積極的に輝
度を下げることができ、残像を低減することができる。
さらに第１映像から第２映像にかけて輝度が低下しない
画素に対しては中間段階の映像でも第１映像の表示と同
等の輝度の表示を維持するため、第１映像から第２映像
に変化する際にこれらの映像に類似した映像が表示され
ることになり、スムーズで高品位な動画を得ることがで
きる。 *
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*【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態である液晶表示装置の構成を
示す概略図である。
【図２】表示動作を説明する際に用いる第１映像及び第
２映像を示すサンプル図である。
【図３】本発明の実施形態のノーマリホワイトモードに
おける表示動作を説明する図である。
【図４】本発明の実施形態のノーマリブラックモードに
おける表示動作を説明する図である。
【図５】本発明の実施形態である画素電極などを示す模
式図である。
【図６】従来の液晶表示装置のノーマリホワイトモード
における表示動作を説明する図である。
【符号の説明】
２  ゲート線
３  ソース線
４  薄膜トランジスタ
５  画素電極
６  ゲート駆動回路
７  ソース駆動回路
８  制御回路
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